
全
庁
を
挙
げ
て
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

豊
か
さ
と
環
境
が
調
和
す
る
熊
本

づ
く
り
の
た
め
に
は
、
生
態
系
に
配

慮
し
た
行
動
と
、
自
然
を
損
な
わ
ず

そ
の
恵
み
を
享
受
す
る
生
活
を
実
現

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
県
民
、
事
業
者
、

行
政
が
協
力
し
、
足
元
か
ら
行
動
を

起
こ
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

県
で
は
、
平
成
二
年
に
知
事
を
本

部
長
と
す
る
「
環
境
政
策
推
進
本
部
」

を
庁
内
に
設
置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
わ
た
っ
て
全
庁
を
挙
げ
て
環
境

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

豊かな水を
守るために
●公共用水域

「くまもと・きれいな川と
海づくりデー」の実施

・漁業関係者を中心とした
海浜清掃事業の実施

・全国でもっとも厳しい工
場排水基準の運用

●地下水

・全国的にも珍しい地下水
質保全条例の運用

・地下水かん養域の住宅の
雨水浸透マス設置に対す
る補助の実施

・水田を利用した地下水か
ん養実験の実施

●生活排水対策

・下水道や農業集落排水、

合併処理浄化槽等の整備

設置

美しい川をいつまでも

家庭での地下水かん養に有効な雨水浸透マス

大気環境を
守るために
●地球温暖化対策

・太陽光など、自然力を利

用した発電施設の試験的
設置

・公共交通機関利用の拡大

・環境家計簿の普及

・低公害車の普及
・アイドリング・ストップ
連動の推進

●ダイオキシン対策

・県有焼却施設の使用禁止

・広域的なゴミ処理方針の
検討

・大気環境中のモニタリン

グ調査
●オゾン層保護

・関係業界との連携による
フロンの回収と処理

環境行政フォーラムで展示された低公害車

冷蔵庫からのフロン回収

適切なゴミ処理・
リサイクルに向けて
●一般廃棄物

市町村との連携による

・ごみの減量・分別の徹底

・リサイクルの推進

●産業廃棄物

・排出事業者、処理業者に

対する立入検査の実施

・マニフェスト（産業廃棄

物管理伝票）による産業

廃棄物の適正処埋の把握・

管理

・不法投棄パトロールの実

施

熊本市リサイクル情報プラザ“エコー”

恵み豊かな自然環境と快適な生活環境を
次世代に引き継ぐために
●開発事業での環境配慮
・環境アセスメント制度の推進

・公共事業等における自主的な環境配慮の
推進

・河川環境を保全する「多自然型の川づく
り」の推進

●自然環境
・県立自然公園や自然環現保全地域等の指
定、保全

・絶滅が心配される動植物の保護
・多様な生物が共存できる総合的な保護対
策の推進

●生活環境

・「景観基本条例」に基づく良好な景観の
形成の推進、住民と市町村が一体となっ

て行う景観形成への支援の実施
・本庁及び県事務所等の出先機関に公害苦

情相談員の設置
●環境にやさしい産業づくり
・環境に配慮した新しい技術などの開発、
普及の推進

・企業のISO認証（事業者の環境管理に関
する国際規格）取得に対して研修・助成
等の支援を実施

・土づくり・減農薬運動や有機農業の推進。

畜産ふん尿の堆肥化、牛の周年放牧など
生態系を生かした取り組みの実施

●環境を守る森林・田畑の保全

・棚田などの農地を保全し、それらの持つ

水源かん養機能などを維持するための取
り組みを実施

・地下水かん養などのために、水源地域の
森林を所有者、市町村、県で保全する仕
組みの導入

多自然型の川づくりの例

保護が図られている生物の一つ
ヤツシロソウ

地下水をかん養し、空気を浄化する森林

●環境白書の発行

●環境意識の啓発

●学校における環境教育の推進

●市町村の環境行政への取り組

みを支援

楽しく環境を学びたい方へ
県環境センターでは、環境問題を

楽しく学ぶことのできる展示室など

を設けています。また、子とも環境

セミナーなどの催しを行っています。

ぜひご来館ください。

お問い合わせ先／県環境センター
水俣市明神町55－1
℡0966－62－2000

「くまもと・きれいな川と海づくりデー」に
参加しませんか。

県では、毎年8月「くまもと・きれいな

川と海づくりデー」として、環境美化運動

を実施しています。

8月9日（日）には、錦町球磨川河川敷

をメイン会場に、各市町村の川や海で「県

下一斉美化清掃活動」を実施します。当日

は各会場に軍手とゴミ袋を用意してい

ます。

ぜひご家族そろってご参加ください。

なお、市町村によって開催日が異なる

場合がありますので、詳しくは最寄りの

市町村にお問い合わせください。

お問い合わせ先／環境保全課

℡096－383－1111（内線7356）
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食
中
毒
予
防
六
つ
の
ポ
イ
ン
ト

家
庭
で
で
き
る
H
A
C
C
P
（
宇
宙
食
か
ら
生
ま
れ
た
衛
生
管
理
）

食
中
毒
は
家
庭
で

最
も
多
く
発
生
し
ま
す
。

食
中
毒
と
い
う
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
旅

館
な
ど
で
の
食
事
が
主
な
原
因
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
毎
日
食
べ
て
い
る
家
庭

で
の
食
事
に
よ
る
も
の
が
一
番
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

食
中
毒
は
、
基
本
的
な
衛
生
習
慣
が
で

き
て
い
れ
ば
十
分
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
に
、
食
品
の
購
入
か
ら
残
っ
た
食
品

の
処
理
ま
で
の
各
過
程
で
、
点
検
を
行
う

こ
と
が
有
効
で
す
。
こ
の
考
え
方
は
、
N

A
S
A
（
米
航
空
宇
宙
局
）
が
宇
宙
食
の

安
全
管
理
シ
ス
テ
ム
と
し
て
開
発
し
た

の
が
始
ま
り
で
す
。

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
に
生
か
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

あ
な
た
の
食
事
作
り
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
六
つ
で
す
。

一
、
食
品
の
購
入

●
生
鮮
食
料
品
は
、
消
費
期
限
を
確
認
し
、

新
鮮
な
も
の
を
購
入
す
る
。

●
冷
蔵
（
凍
）
が
必
要
な
食
品
は
、
最
後
に

買
う
。

●
肉
、
魚
な
ど
は
、
水
分
が
も
れ
な
い
よ

う
に
し
て
持
ち
帰
る
。

二
、
家
庭
で
の
保
存

●
冷
蔵
（
凍
）
が
必
要
な
食
品
は
、
す
ぐ
に

冷
蔵
（
凍
）
庫
へ
入
れ
、
食
品
は
、
詰
め

す
ぎ
な
い
。

●
食
品
は
、
早
め
に
使
い
き
る
。

●
肉
・
魚
な
ど
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に

入
れ
て
保
存
す
る
。

三
、
下
準
備

●
手
を
よ
く
洗
う
。
（
各
過
程
で
必
要
で
す
）

●
井
戸
水
は
、
定
期
的
に
水
質
検
査
を
実

施
す
る
。

●
冷
凍
食
品
の
解
凍
は
、
冷
蔵
庫
や
電
子

レ
ン
ジ
で
行
い
、
冷
凍
や
解
凍
を
繰
り

返
さ
な
い
。

四
、
調
理

●
調
理
を
途
中
で
や
め
る
時
は
、
冷
蔵
庫

に
入
れ
る
。

●
食
品
の
加
熱
は
、
十
分
行
う
。
（
中
心
温

度
七
十
五
度
で
一
分
間
以
上
）

五
、
食
事

●
清
潔
な
手
で
、
清
潔
な
器
具
を
使
い
、

清
潔
な
食
器
に
盛
り
付
け
る
。

●
料
理
は
、
早
め
に
食
べ
る
。

六
、
残
っ
た
食
品

●
清
潔
な
手
で
、
清
潔
な
器
具
、
皿
を
使

っ
て
保
存
す
る
。

●
温
め
な
お
し
て
使
う
と
き
は
十
分
に

加
熱
し
、
時
間
が
た
ち
す
ぎ
た
ら
思
い

き
っ
て
捨
て
る
。

子
ど
も
の
時
か
ら
の

習
慣
作
り
も
大
切
で
す
。

熊
本
県
で
は
、
小
学
校
高
学
年
の
児
童

に
対
し
「
食
品
衛
生
教
室
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
平
成
九
年
度
は
、
十
校
、
約
千
七

百
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

食
品
衛
生
教
室

ポ
ス
タ
ー
の
部
　
最
優
秀
作
品

ハ
代
市
立
代
陽
小
学
校

六
年
　
上
田
克
美
さ
ん
の
作
品

標
語
の
部
　
最
優
秀
作
品

長
陽
村
立
長
陽
小
学
校

五
年
　
児
玉
直
美
さ
ん
の
作
品

「
清
潔
で
　
締
め
出
せ

追
い
出
せ
　
食
中
毒
」

※
保
健
所
で
は
、
消
費
者
に
対
す
る
食
品
衛
生
教

育
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
保

健
所
ま
た
は
県
生
活
衛
生
課
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先
／
熊
本
県
生
活
衛
生
課

℡
〇
九
六
（
三
八
三
）
一
一
一
一

内
線
　
七
一
八
七

くまもと女性特派員レポート

車いすバスケットを取材して

くまもと女性特派員

荒木憲子さん

熊本市長嶺の熊本勤労身体障害者体

育館。車いすのバスケットの選手が、私
の目の前を風のように駆け抜け、見事に

シュートを決めます。ゴールの高さも、
ボールも一般のバスケットと同じ。違い

は選手の皆さんが車いすに乗っている方々
だということだけです。
練習には男女を問わず、さまざまな年

齢の方が来られています。始めたきっか

けは誘われたのでという方が多いよう
ですが、今では強い連帯感のもと楽しく
プレーされているようです。

まだ始めて1年の山本陽子さんは、「初
めはきつかったけど今はとても楽しい」

とおっしゃっています。8年目のベテラン、

吉田安志さんは、バスケットがご縁で結
婚されたとのこと。この日も奥様とご一
緒でしたが、夫婦でともにプレーするこ

とがお二人の生活の一部になっている
そうです。

来年は「ハートフルくまもと大会」の
愛称で全国身体障害者スポーツ大会が

熊本で開催されます。皆さんに大会出場
への抱負をうかがうと、「やるからには

勝ちたい」とか、「勝負にはこだわらず自
分のベストを尽くしたい」など、それぞ

れの熱い思いが返ってきました。
一番心に残ったのは、健康維持のため

練習をされている吉田淳さんの「障害者
だからといって周りに甘えていられな
いという厳しさを練習のきつさで味わ

った」という言葉です。何事も前向きに
考え積極的にチャレンジしようとする

姿に接し、障害のある方々に対する理解
をもっと深めていかなければならない

と感じました。
来年の「ハートフルくまもと大会」で

の皆さんの活躍を期待しています。

くまもと未来国体
公式ポスタープレゼント

くまもと未来国体のさわやかなイメージ、

あふれる躍動感を描いた公式ポスター（夏季・
秋季各B2判1枚）を読者の皆さんにプレ

ゼントします。

ご希望の方は、官製

はがきに住所・氏名・

電話番号・ポスターの

使用目的をお書きの上、

〒862－8570　熊本県

国体推進局ポスタープ

レゼント係（住所不要）

までお送りください。

くまもと未来国体
フォトコンテスト開催

大会を盛り上げようと、さまざまな県民
運動に参加している人々をとりあげるフォ
トコンテストを5月17日から11月30日まで

開催します。テーマはr人、光る。」です。

詳しくは、県庁受付、県事務所、市町村役
場等に備え付けの応募用紙をご覧ください。

くまもと未来国体リハーサル大会
応援キャンペーンスタート

キャンペーン参加大会での競技クイズや、
期間中（7～12日）の全大会を対象とした

応援スタンプラリーにご参加の方には抽選
でひのっこグッズをプレゼント。当日はひ

のっこも応援にかけつける予定です。詳し
くは、県庁受付、県事務所、市町村役場に

備え付けのちらしをご覧ください。（日程、
会場については次ページお知らせコーナー
に記載しています。）

ハートフルくまもと大会
サポーター養成開始

ハートフルくまもと大会を支えるサポー
ターの養成がいよいよ始まりました。

全国から来県する選手団のさまざまなお
手伝いをする選手団付きサポーター。開閉

会式会場・各競技会場で表彰等の運営を補
助する会場付きサポーター。

県内の5大学・3専修学校で、900人を
超える学生が手話や障害種別に応じた接し

方などを身に付けていきます。
新しい出会い、たくさんの感動が生まれ

るこの大会を、熊本の若い力が支え、盛り上
げます。サポーターの活躍に熱いエールを！！

平成10年7月1日発行　（4）

●熊本の豊かでさわやかな水（ブ
ルー）をモチーフにした夏季大
会ポスター

●火の国熊本の燃え上がる火（赤）
をモチーフにした秋季大会ポ
スター

委嘱状を受け取るサポーター

●夏季大会／平成11年9月11日（土）～14日（火）
●秋季大会／平成11年10月23日（土）～28日（木）

●お問い合わせ先／熊本県国体推進局
℡096－387－1999

■開催日／平成11年11月6日（土）・7日（日）

●お問い合わせ先／
全国身体障害者スポーツ大会推進室
℡096－387－2100

第54回国民体育大会 がんばるが、いっぱい。
欒35回全国身体障害者
スポーツ大会

暮
ら
し
に
生
か
そ
う
耳
よ
り
情
報

すべての県民の参加に向けて

くまもと未来国体・ハートフルくまもと大会だよりト

人、光る。くまもと未来国体 ハートフルくまもと大会


